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「シルクロード、悠久の歴史と人との出逢い」 

－玄奘三蔵の足跡を中心として－ 

 

長澤 法隆 

サイクリスト、シルクロード雑学大学主宰 

 

 発表は、簡単な説明を加えた写真のスライドショーで行います。下記は参考までにお目通しください。 

 

①「ツール･ドシルクロード 20 年計画」の目的 

仕事とライフワークや趣味・遊びを人生の両輪と考え、両方に関わる生き方の提案。 

1 年に一回 18 日間の休暇の取得、18 日×20 回 = 360 日。1 カ月に 1 日半の取り組みで 1 年分の時間

をテーマに費やす。また、ライフプランも考えてほしいとの思いで、継続してテーマを追うことの大

切さや意味も考えて「20 年」とした。 

 

② なぜ「自転車」か！ 

 1991 年と 1992 年の 2 回に分けて、敦煌からカシュガルまでラクダで移動した。 

ほとんどを歩き、①でいう「1 年に 18 日間」という条件だと 40 年計画となる。成立しないと判断。 

 自転車は、地球の凸凹をペダルを通して全身で体験できる。風や匂いなど五感で自然や人々の暮らし

も感じられる。 

 

③ なぜ「シルクロード」か！ 

 張騫、法顕、玄奘三蔵、マルコポーロなどの記録に触れる機会が多かった。言語、文化、民族、国家

の違いを体験したい。体験が異文化への理解につながるとの思いから。 

 

④ 参考資料の一部 

「大唐西域記」（玄奘著、水谷真成訳注、東洋文庫）、 

「玄奘三蔵 大唐大慈恩寺三蔵法師伝」（慧立、彦悰著、長澤和俊訳、光風社選書）、 

「玄奘三蔵」（慧立、彦悰著、長澤和俊訳、講談社学術文庫）、 

「紙の道」（陳舜臣著、集英社文庫）、 

「天竺への道」（陳舜臣著、朝日文庫）、 

「漢唐長安と関中平原」（史念海編、中日歴史地理合作研究論文集）、 

「中国歴史地図集」（中国地図出版社） 

「三蔵法師」（中野美代子著、中公文庫） 

「敦煌ものがたり」（中野美代子著、新潮文庫） 

 

⑤ 玄奘三蔵とかかわりがあると推測される遺跡など 

・西安 ・・・ 唐の時代の開遠門遺跡、大雁塔 



 ・敦煌近郊 ・・・ 鎖陽城遺跡（唐の時代の瓜州といわれている）、苜蓿烽遺跡（玄奘の記録にある

瓜州を出て第 1 の烽火台と言われている）、星星峡（第 5 の烽火台） 

 ・キルギス共和国 ・・・ べデル峠、イシククル湖、アクベシム遺跡、クラスナレイチカ遺跡 

 ・ウズベキスタン ・・・ サマルカンドのアフラシャフの丘 

 

⑥ 日本人の痕跡の例 

 ・元日本兵の捕虜の過ごした収容所（イシククル湖畔のサナトリウム） 

 ・同じく元日本兵の捕虜の過ごした収容所（タシケントのナボイ劇場） 

 

⑦ 完走して想う事 

・旅には平和が必要だ…「ツール・ドシルクロード 20 年計画」をスタートした 1993 年、バルカン半島 

にある旧ユーゴは内戦状態でした。しかし、2010 年から 2012 年にかけて、紛争は終わっていたので 

旅することができました。 今、シルクロードでもアフガニスタンやイラク、シリアなどを日本人が 

集団でサイクリングすることはできません。平和のありがたさをしみじみ感じています。 

 

⑧ 今後の予定 

・団塊の世代の入会が増え、「もう一度西安から……」という声に押されて、今年から「ツール・ドシル 

クロード 10 年計画」と称する 10 年計画をスタートしています。 

・まだ誰も自転車での走破にチャレンジしていない西南シルクロードを旅したいと思っています。まず 

手始めとして、来年は、写真家 小林尚礼氏の案内でチベットのカイラスを目指したいと思います。 

 

以上 

 

     

カシュガルのエイティガル寺院     敦煌の莫高窟   キルギスの天山山脈を走る参加者 

 

    

カシュガル近郊,ウイグル族の少女  天山南路のアクス近郊を走る    ウズベキスタンのサマルカンド、 

ウルグベク・メドレセ 


